
第２回 淀江町誌編さん委員会（概要） 
 

平成２７年１０月２７日（火曜日） 

１３時３０～１６時０５分 

米子市淀江支所１階第１会議室 

 

出席者   

委員：田口立身委員長、森田辰男職務代理者、田中秀明委員、小原貴樹委員、角昌之

委員 

淀江町誌編さん室：長谷川編集長、野坂事務員 

米子市教育委員会文化課：岡課長、下高課長補佐、山内主幹 

米子市淀江支所よどえまちづくり推進室：山根室長 

傍聴者 なし 

 

開会 

委員長あいさつ 

議題 

１ 報告事項 

（１）米子市淀江地域審議会で提案された内容について 

（文化課）８月に開催された米子市淀江地域審議会で、町誌編さん事業の報告を行なっ

た時に、地域審議会委員から「今年は終戦７０周年ということもある。以前の町誌（S60

発刊）には、戦時中の記載が少ないように思う。今回の町誌編さんにあたり、詳細に

記述してはどうか？今回が難しいのであれば、別冊などの形で出したらどうか？」と

意見があった。それに対して「今回の町誌は、昭和５８年以降、今までの町誌の続編

となるものであり、戦争の時代を遡って記載するのは困難と考える。また、別冊とし

て発行するのは、今回の趣旨から離れる。今後、市史等の見直しの機会があれば検討

されると思う。また、今日の御意見は持ち帰り、町誌編さん委員会に報告して協議し

たい」と回答した。 

  この意見について、町誌に記載していくのかどうか編さん委員会の中で検討してい

ただけないか伺いたい。 

（委員長）ただいまの報告について、意見を伺いたい。 

（委員）今回の「続 淀江町誌」は、昭和５８年から合併までの約２０年間の出来事を編

さんする目的であり、それ以前の項目を入れることは基本方針とずれが生じると思う。 

（事務局）２０年間の期間に限って進めていく中で、戦争の項目だけを入れた場合、他

の項目を入れない理由を説明できないし煩雑になる。基本方針の見直しが生じる。 



（委員）たとえば、山陰歴史館が「戦争展」などで資料を集めておられるので、そのよ

うな方向で残していくのが良いのではないかと思う。 

（委員長）この件については当初の計画に従い、淀江町誌の続編として約２０年間の本

を作る。その中に戦争の話は入れにくい。今後、別の形で作られると思う。今回、私

たちが作ろうとしている町誌では無理ではないかと思う。従って、編さん委員会とし

ては、今回は取り上げないという事でどうだろうか。 

（各委員）同意・異議なし 

 

（２）淀江町誌編さん内部会議について 

（事務局）第１回淀江町誌編さん委員会から今日までに、９月２４日、１０月１４日に

内部会議を行なった。内容については、進捗状況報告・町誌の仕様（案）・目次（案）

の策定（検討・協議）を行なった。 

 

２ 協議事項 

（１）「続 淀江町誌」仕様（案）について 

（事務局）「続 淀江町誌」の仕様（案）について、版型・ページ数・部数・用紙・印刷・

割付・型式・活字・写真・製本などを説明。 

（委員長）事務局からの説明について、各委員からの意見を伺いたい。 

（委員）ページ数が前回の説明から増えているように思うが、何故か？ 

（文化課）前回はＡ４版で想定していたが、今回Ａ５版としたため増加した。最近は、

Ａ５版が主流となっている。また、ＣＤを添付するか検討中である。 

（委員）写真が１００点程度となっているが、何か根拠があるのか？ 

（文化課）特に、根拠等はない。５ページに１点程度と考えているが、作成段階で表と

かの関係で変わってくると思う。 

（委員長）では、「続 淀江町誌」の仕様については、Ａ５版サイズの縦書きとする。ま

た、ＣＤ添付については、現段階は保留とするということでよいだろうか。 

（各委員）同意・異議なし 

 

（２）「続 淀江町誌」目次（案）について 

（事務局）「続 淀江町誌」の目次（案）について、第１章から第６章までを説明。 

 

●第１章【社会】～第２章【歴史】 

（委員長）事務局からの説明について、各委員からの意見を伺いたい。 



（委員）第２章に【歴史】が出てくるのは、全体の構成から少し違和感がある。 

（委員）今回「続淀江町誌」を製作する上で、この約２０年間の中に遺跡関係の発見な

どが大きな変化として出てくる。変化の特徴を出すには、後半より前半に考えた。 

（文化課）第２章に【歴史】が入ってくるのは、ある意味では淀江町らしいと感じる。 

（事務局）「歴史」という名称が硬いように思うので、ほかの文言にしたらどうか。 

（委員）「続淀江町誌」はあくまで続編であり、本編（淀江町誌：S60 年発刊）の目次

を継承していくのが良いのではないか。 

  ⇒第２章【歴史】を【文化財】に名称を変更して、第５章【教育文化】の後に変更。 

  【変更後】 

 第１章【社会】、第２章【行政】、第３章【産業経済】、第４章【教育文化】、第５

章【文化財】、第６章【その他】 

  

●第２章【行政】（Ⅰ行政運営）～第２章【行政】（Ⅲ保健・福祉） 

（委員長）事務局からの説明について、各委員からの意見を伺いたい。 

（委員）【行政】の中の、国・県の機関委任事務（国民年金制度など）は掲載が必要か？ 

（委員）淀江町誌（S60）の項目にも掲載されている。その後約２０年間の推移（記録）

として掲載していくべきと思う。 

（委員）【行政】Ⅱ財政２「企業進出」に、進出企業として尾崎商事を入れては？ 

（事務局）「地域福祉」の目次名を現代の言葉に直したほうが良いだろうか？  

  ⇒Ⅱ財政 ２「バブル経済と淀江町」を「企業進出」に、「母子・父子福祉」を「ひ

とり親家庭福祉」、「民生委員制度」を「民生児童委員」に変更 

  【変更後】 

第２章【行政】Ⅱ財政２企業進出、Ⅲ保健・福祉２地域福祉（４）ひとり親家庭福祉、

Ⅲ保健・福祉３民生児童委員 

 

●第２章【行政】（Ⅳ環境衛生）～（Ⅵ交通・通信） 

（委員長）事務局からの説明について、各委員からの意見を伺いたい。 

（委員）Ⅳ環境衛生１医療・衛生行政の推移（３）「健康づくりのための取り組み」は

「のための取り組み」は必要ないと思う。 

（委員）Ⅳ環境衛生３環境衛生（２）「処理場の設立」は、設立ではなく率直に「ごみ

焼却場の建設」が正しいのではないだろうか？ 

  ⇒Ⅳ環境衛生 １ 医療・衛生行政の推移（３）「健康づくりのための取り組み」を

「健康づくり」に、２保健衛生（２）老人医療・特別医療制度を追加し、Ⅳ環境衛

生３環境衛生（２）「処理場の設立」を「ごみ焼却場の建設」に変更 

  【変更後】 



第２章【行政】Ⅳ環境衛生１医療・衛生行政の推移（３）健康づくり、２保健衛生（２）

老人医療・特別医療制度、３環境衛生（２）ごみ焼却場の建設 

 

●第３章【産業経済】 

（委員長）事務局からの説明について、各委員からの意見を伺いたい。 

（委員）Ⅲ工業１誘致企業・事業所は、第２章【行政】Ⅱ財政２企業進出と項目内容が

重なると思われるが、どのような内容になるのか？ 

（事務局）第２章【行政】では、行政支援の面からの内容を想定している。第４章【産

業経済】では、具体的な支援内容を考えている。 

（委員）Ⅱ商業１商工会・産業祭の項目で、産業祭は商工会などの活動イベントであり

項目から外して、４観光・特産品の中で記述するほうが良いと思う。 

  ⇒Ⅱ商業１「商工会・産業祭」を「商工会」に、「Ⅱ商業」と「Ⅲ工業」をひとつ

にまとめ「Ⅱ商工業」に、「Ⅳ金融」を「Ⅲ金融」に変更 

  【変更後】 

第３章【産業経済】Ⅱ商工業、Ⅱ商工業１商工会、５誘致企業・事業所、６工業の状

況、Ⅲ金融 

 

 ●第４章【教育文化】（Ⅰ教育） 

（委員長）事務局からの説明について、各委員からの意見を伺いたい。 

（委員）５学校教育（２）学校週５日制への対応・学校給食は、内容が別なものであり

分けたほうが良いと思う。 

  ⇒５学校教育（２）学校週５日制への対応・学校給食を「（２）学校週５日制への

対応」と「（３）学校給食」に分け、以下（４）小学校･･･（７）高等学校に変更 

  【変更後】 

第４章【教育】Ⅰ教育５学校教育（２）学校週５日制への対応、（３）学校給食、（４）

幼稚園、（５）小学校、（６）中学校、（７）高等学校 

 

 ●第４章【教育文化】（Ⅱ文化）～第６章【その他】 

（委員長）事務局からの説明について、各委員からの意見を伺いたい。 

（委員）Ⅱ文化１文化の振興（７）町の文化活動の偉業は、具体的にはどんな内容か？ 

（事務局）各文化活動団体（個人）で受賞されたものを想定しているが、内容はある程

度の基準を決めて整理が必要と考えている。 

 

次回の予定 

  次回の開催予定は、１１月下旬～１２月 

閉会 


